
1クールの日数 放射線治療

28日 ■なし　□あり

投与日

d1-28 ① ヴァンフリタ（26.5） 2錠　分1
2クール目以降に適応。
1クール目(本剤の投与開始から2週間後まで)において、QTcF値
が450msecを超えた場合には、本剤の増量は行わないこと。
強いCYP3A阻害剤(イトラコナゾール、クラリスロマイシン、ボリコ
ナゾール等)と併用する場合、1段階減量する。強いCYP3A阻害
剤との併用終了後には、本剤を減量前の投与量に戻す。
【休薬、減量、中止基準】添付文書の記載に従う。

プロトコールに関する解説はありません。

プロトコール名

急性骨髄性白血病　キザルチニブ単独療法(C2以降)

コメント

薬品名（※赤字は抗がん薬）

プロトコールに関する解説

東北大学病院2021/6/3


